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くると1それからQT一を受けて珪酸イオソの形も小さ

くなつてくるので，第3圖から見て，Ca紳が珪酸イオシ

のために比較鰯く拘束されるためではなかろ1かと夢

えられる．　　　　　　　　　　　　　一

　このよテな問題にぶつかつて，しきりに思い浮ぶのは．

囁電解質の理論のことである．弱電解質の水溶液ではむ

く適用できるOstWa1《1一の稀i障律も彊電解質の場合には

あてはまらず，いわゆる彊電解質の異常として永年未解

決であつだの魁イオr／間の作用という融に注目され，

完全轍騨庫酬鱗さ撞ので韻・観て材
y濃度の飛厨こ活量力鰯められ，またイォy間のカを考

えに神て雌騨岬蜂漁勧である凝近ソ
聯で齢郊φ麟曝綜輔騨立鋤ら整理Qs
スラ・：勘φ璃の糊羅係Xf＃なるもめ鱒い
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グのイ才ソ解離の問題は漸くその第一歩を踏み出したに

過ぎない♂然し製鐵製鋼においてスラッグを扱う場合に　　J　”1

スラヅグあ髄にまで掘り下げて考えてみろことは按術

の科攣的，鱗謹歩にとつて極めて大切なことであ

る．今まで率燈や電氣櫨で製鋼作業を行う場合，時々刻

々攣化するスラッグ及び熔鐡の成分を知り，その間の化

學反懸を正しく理解し，作業を科學的，合理的に行わん

とする幾多の研究がなされてきたわけである．われわれ

は今後スラッグのイオy解離の立場から實際操業のデー

タ・一を整理してゆきたいと思つている．

　生産現場から生れたスラッグのイオソ解解の問題は未

開の地であり，それが開拓には一般自然科學者の協力を

待つこと切なるものがある．自然科學の各分野でみられ　　・

るように，ある問題が按術上の必要からとり上げられ，

これの稜展がまた按術に影響してゆく一例とはならない　．

ものであろ弓か．　　　　　　　　　　　　　　　　　．
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流膿痩速機の性能計算

右原智男（機械）

流燈の循還流れにもとずいて晒クを傳達する灘睾

憂速機IHydraulic　Torq斡gonverte⇒Olt，自動車用

攣速装置として，最近重要競されるようになつ牽．し

かるに・各因子が特性におよぼ弁彰響等を理講的に零

めることは，ほとんどおトこなわれておらない．

筆者は，幾つかb假定のもとに，流燈攣速機の性能

計算式を導嚢，とくに一段減速機（溝ンプ胴根車一rタ・

帥ビン羽根車→案内易根の順に配列された）につき，

ma根の入・角および出・角，同入口牛径および出b孚

径，流髄摩擦係敷等を攣えることによって特性がどの．

ように影響されるカ1を詳細K検討した，その結果，自

動車用攣速装置としての一段減速機ではs最大トルク

比（被動軸トルク原動軸ト・レク）が3～5のものが慰
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